
 
 

医薬品卸の新たな役割 
～在宅物流支援～ 

国際医療福祉大学大学院 武藤正樹 
      (h-MBA担当） 



注目される在宅医療 

• 急性期  入院短縮  病床削減 

⇒     慢性期・回復期・終末期 

在宅医療 

在宅療養支援診療所（在支診） 

（在宅へシフト） 

• 在宅医療を必要とする人数 

現在12万人 ⇒ 2025年に29万人 
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（厚労省発表資料より） 

在宅の医薬品・医療材料供給も変わらな
ければならない！ 



医薬品の包装単位による不良在庫 
「問題だ！」と答えた率 

 
在宅支援病院：  14.3％ 
在宅支援診療所：  42.7％ 
一般診療所：           43.1％ 

使用頻度の低い衛生材料の不良在庫 
「問題だ！」と答えた率 

 

在宅支援病院：      28.6％ 
在宅支援診療所：  52.5％ 
一般診療所：           47.0％ 

平成23年7月13日 「医療計画の見直し等に関する検討会」での資料より抜粋 

 在宅医療は診療所、薬局が中心となり患者様一
人一人に合わせた医療を行うため新たな問題が生
じております。特に効率的な在宅医療を行う上での
障害として、半数の診療所が医薬品・医療材料の不
良在庫を挙げています。 
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在宅医療を行う診療所・保険薬局へ向け 
医薬品・医療材料分割販売（PFP事業) 

• 医薬品分割販売 

– 錠剤などは1シート単位、
塗り薬・目薬などは1本

単位から医薬品等を購
入できる仕組み 

–東邦薬品のPFP事業 
• PFPとは”Pharmacy for 

Pharmacies（薬局のため
の薬局） 

• 全国約10,000軒以上の
保険薬局に商品を発送 

• 取扱品目（医薬品・医療
材料）はおよそ4,000品目 

 

 

 



医薬品の分割販売 

      

かかりつけ薬局 
PFP（分割販売） 

在宅医 

薬剤師 
在宅服薬 

指導管理 



しかし、医療材料の分割販売が 
問題だった・・・ 



2010年 1月～ 法的解釈を確認  

⇒ 「前例がない」 

「医療材料には分割という概念すらない」 
 

国際医療福祉大学大学院の先生方に調査協力 

 （医療材料の供給問題に関する資料や議論がないか） 

 

 

 

中医協で活発な議論 
在宅医療を推進するにあたり、医療材料の供給は問題！ 

行政ご担当者： 

「分割そのものは不可ではないけれども製造に該当する行為につ
いては、販売当事者は行えないと聞いている」 

「そもそも製造業者が少量包装することが望ましい」 

「必要な表示、添付文書等が必要」 

7 

中央社会保険医療協議会保健医療材料専門部会議事録より 

Ｈ－MBA 
伊藤大史くん 
(東邦薬品） 



 医療機関様名 

 伝票番号/受注日/棚番号 

 メーカー名/商品名/数量 

 製造番号/数量/使用期限 

 分割コード（次回発注用） 

 一般的名称 

 製造販売業者 

 禁忌・禁止/クラス分類/医療機器 

承認番号 

 貯法 

 販売業者名/検品担当者印 

医療材料は全て専用の「医療材料表示事項伝票」で出荷 

医療材料表示事項の用意 

主な記載事項 

添付文書の用意 

    を利用し 

添付文書を 

引出します 

（無料） 

表示記載事項伝票と添付文書の対応 



在宅医の求めに応じた 
分割販売が可能に 

医療材料の分割販売も 

2012年12月1日から始まった！ 

•5000品目の医療材料を分割して配送する 

 



在宅医療を支援する医療材料分割販売 
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●輸液・輸血 

●麻酔（麻酔器除く） 

●縫合    

●手袋 

▲シリンジ 

●経管栄養 

▲留置針 

▲輸液セット 

▲輸液セット 

●その他 

●吸引・排液 

●気道確保 

●固定・保護 

●消毒・洗浄・創傷処置 

▲ポート用注入針 

▲シリンジ 

▲栄養セット 

▲栄養セット 

▲バルーンカテーテル 

▲吸引カテーテル 

▲検査・検診・処置用 

▲ドレッシング 

▲気道切開チューブ 

●滅菌関連 

●廃棄 

 （廃棄容器） 

●切開・切除 

●生検・採取 

●呼吸・ 

 麻酔器管理 

●血糖測定 

●気管切開 

●感染対策 

●圧迫・固定 

 ・サポート 

●バイト 

 ブロック 

●エアウェイ 
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医療材料の「分割販売」に貢献した 
伊藤大史さんは社長賞を授与！ 

 





在宅医療では処置が多い 
医薬品と医療材料、医療機器をセットで使う 

 

胃ろうチューブ
から経管栄養 

酸素吸入、気管
切開口からたん
吸引、気管切開
カニューレ交換 

じょく瘡処置 

膀胱留置カテ交
換処置 

静脈点滴栄養 



医療処置 看護 医療機器  衛生材料 消毒薬 薬剤 特定保険医療
材料 

胃瘻管理 チューブ交換 
チューブの固定 
注入前後の観察、確
認 
注入中の姿勢の確保 

スタンド 
（ポンプ） 

イルリガートル 
連結チューブ、テープ 
カテーテルチップ 
Ｙガーゼ、シリンジ、綿
球 

消毒薬 表面麻酔薬 
経腸栄養剤 

栄養用カテー
テル 

呼吸管理 気管カニューレ交換 
Ｙガーゼ交換 
人工呼吸器の回路交
換 

酸素 
吸引器  

Ｙガーゼ、ガーゼ、綿球 
吸引チューブ 
カニューレ、シリンジ 

消毒薬 表面麻酔薬 気管カニュー
レ 

吸入  吸入器のセッティン
グ  

吸入器  嘴管、チューブ 
シリンジ 

消毒薬  吸入薬   

吸引  吸引 
タッピング、体位ド
レナージ 

吸引器  吸引チューブ 
アルコール綿 

消毒薬    

点滴静脈内注
射 

刺入部の観察、注入
開始 
ヘパロック 
輸液後の観察 

スタンド 点滴セット、針、テープ 
アルコール綿 
ディスポのシリンジ 

消毒薬 抗生剤、生食 血液凝固阻止
剤 

褥創処置  洗浄、ドレッシング 
体位変換 

 滅菌ガーゼ 
ドレッシング剤、テープ 

 生食、軟膏 皮膚欠損用創
傷被覆材(１月)  

膀胱留置カ
テーテル  

カテーテル交換 
陰部洗浄 

 シリコンカテーテル 
畜尿袋 

 表面麻酔薬 膀胱留置用カ
テーテル 

  ＊医療機器、衛生材料、消毒薬は在宅指導管理
料の診療報酬点数の中に含まれており、請求で
きない。 

*薬剤料、特定保険医療材料
料は別途に請求できる 

セット化も
製造業 



在宅医の要望に応じて医薬品と医療材料の詰め合わせを配送
（「オンデマンド・リパッケージング」） 

かかりつけ薬局 在宅医の要望に応じて 
医薬品と医療材料を詰め合わせる 

在宅医 

輸液セット 

尿道カテーテル
セット 
気管切開セット 

じょく瘡治療
セット 

訪問看護 

指示 



 

新たな基金
904億円 

在宅における衛生
材料の供給支援 



「オンデマンド・リパケージング」 

在宅医療における物流支援を 
新たな基金事業として 
提案してはどうか？ 


